
再
生
産
論
と
地
代
論

農
業
危
機
把
握
と
止
揚
の
理
論
的
一
基
準

保
　
志

陶

　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
次

　
　
は
　
じ
　
め
　
に
　
一

一
、
農
地
改
革
と
土
地
所
有
の
再
編
成

　
ｏ
ｏ
　
ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」
か
ら
マ
ル
ク
ス
「
再
生
産
表
式
」

　
の
　
　
「
土
地
分
割
」
の
意
義

二
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
と
矛
盾

三
、
再
生
産
構
造
の
危
機
と
土
地
所
有
彩
態
の
再
構
成

　
ｏ
ｏ
　
土
地
所
有
形
態
再
構
成
の
必
然
性

の
　
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
の
本
質
と
源
泉

　
　
Ｇ
○
　
市
場
価
値
法
則
に
つ
い
て

　
　
向
　
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
の
源
泉

へ

は
　
じ
　
め
　
に

戦
后
日
本
農
業
の
危
機
１
１
農
業
解
体
が
き
び
し
く
進
行
し
て
い
る
現
時
点
に
お
い
て
、

　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）

こ
の
農
業
危
機
を
如
何
に
と
ら
え
る
べ
き

　
　
　
　
　
七
七
　
（
六
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
六
三
四
）

か
、
又
危
機
克
服
の
基
本
的
展
望
を
如
何
に
設
定
す
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
が
、
農
業
間
題
研
究
者
に
解
決
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
へ
の
取
組
み
は
、
一
個
の
杜
会
的
責
任
と
も
い
う
べ
き
重
圧
を
以
て
、
わ
れ
わ
れ
を
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
へ
の
接
近

を
考
え
る
と
き
、
そ
の
基
本
視
角
と
し
て
、
農
業
問
題
を
単
に
農
業
内
部
の
問
題
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
の
で
な
し
に
、
全
経
済
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

造
と
農
業
形
態
と
い
っ
た
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
視
点
こ
そ
が
、
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

間
題
理
解
の
枢
軸
を
な
す
も
の
で
あ
る
し
、
と
く
に
戦
后
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
点
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
右
の
よ
う
に
基
本
視
角
を
設
定
し
て
研
究
を
進
め
る
ば
あ
い
、
二
つ
の
側
面
が
要
求
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
問
題
把

握
の
理
論
的
基
準
の
設
定
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
具
体
的
な
現
状
分
析
で
あ
る
。
こ
の
両
側
面
は
、
ボ
ー
リ
ソ
グ
を
深
め
て
ゆ
く

ば
あ
い
、
楯
の
両
面
と
し
て
、
相
互
湊
透
し
つ
つ
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
中
、
前
者
の
側
面

に
つ
い
て
、
再
生
産
論
と
地
代
論
と
い
う
課
題
を
設
定
し
、
戦
后
農
業
危
機
の
進
行
の
諸
段
階
と
の
関
連
に
お
い
て
、
如
何
た
る
理

論
的
課
題
が
設
定
さ
れ
、
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
現
時
点
に
お
い
て
、
間
題
は
如
何
に
設
定
さ
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
３
）

い
て
、
研
究
史
整
理
的
に
、
又
、
試
論
的
に
展
開
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
ば
あ
い
、
間
題
の
出
発
点
は
農
地
改
革
の
評
価
に
お
か
れ
、
、
つ
い
で
、
重
化
学
工
業
段
階
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造

の
把
握
、
そ
の
も
と
で
の
農
業
の
位
置
、
さ
い
ご
に
、
土
地
所
有
の
独
占
止
揚
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
差
額
地
代
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
ヘ
と
進
む
。
こ
の
よ
う
な
諾
間
題
の
再
生
産
論
的
理
解
に
つ
い
て
は
、
山
田
盛
太
郎
が
一
貫
し
て
最
も
鋭
く
間
題
を
提
起
し
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
軸
と
し
て
把
え
つ
つ
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
（
１
）
　
農
業
間
題
研
究
に
お
げ
る
こ
の
よ
う
な
構
造
的
視
点
に
立
っ
て
の
追
求
は
、
故
井
上
晴
丸
先
生
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。
後
学
の

　
　
　
　
一
人
と
し
て
、
こ
の
視
角
を
継
承
、
発
展
せ
し
め
た
い
と
思
う
。
追
悼
記
念
論
文
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
観
点
か
ら
表
記
の
テ
ー



（
２
）

（
３
）

マ
を
選
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
戦
後
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
権
力
〇
一
構
成
要
素
と
し
て
の
寄
生
地
主
階
級
は
解
体
し
た
。
一
方
、
農
外
資
本
は
、
軽
工
業
段
階
か

ら
、
重
化
学
工
業
段
階
へ
と
移
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
、
農
外
資
本
１
１
高
度
独
占
の
農
業
に
対
す
る
挽
定
性
は
戦
前
の
比
で
は
な

い
。
戦
後
農
業
問
題
把
握
の
基
本
視
角
は
、
巨
大
独
占
の
強
蓄
積
と
零
細
農
耕
様
式
と
の
矛
盾
と
し
て
設
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
農
業
内

部
の
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
は
、
こ
れ
に
圧
倒
さ
れ
て
、
副
次
的
地
位
に
お
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
つ
い
て
は
、
井
上
晴
丸

著
作
選
集
、
第
三
巻
『
日
本
経
済
の
構
造
と
農
業
、
皿
』
参
照
。

　
農
業
問
題
の
本
質
を
な
す
、
土
地
所
有
１
１
地
代
の
問
題
の
解
明
は
、
故
井
上
晴
丸
先
生
の
精
力
的
に
取
組
ま
れ
た
一
分
野
で
あ
る
。
そ

れ
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
き
い
。
（
井
上
晴
丸
著
作
選
集
、
前
掲
、
第
三
巻
参
照
）

農
地
改
革
と
土
地
所
有
の
再
編
成

）１（

ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」

か
ら
マ
ル
ク
ス
「
再
生
産
表
式
」

へ

　
明
治
維
新
を
起
点
と
す
る
、
軍
事
的
・
半
封
建
的
目
本
資
本
主
義
は
、
目
本
の
敗
戦
（
一
九
四
五
．
八
．
一
五
）
で
崩
壊
し
た
。
戦

前
の
目
本
資
本
主
義
の
基
抵
を
な
し
た
も
の
は
、
地
租
改
正
（
一
八
七
三
）
を
起
点
と
し
て
捗
成
さ
れ
た
、
半
封
建
的
土
地
所
有
１
１
半

隷
農
的
零
細
農
耕
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
（
一
九
四
五
－
五
〇
）
は
、
こ
の
土
地
所
有
を
解
体
さ
せ
、
零
細
私
的
土
地
所
有
Ｈ
零
細
農

耕
を
創
出
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
一
九
四
六
年
一
一
月
二
五
日
の
日
付
で
、
山
田
盛
太
郎
は
、
　
「
再
生
産
表
式
と
地
代
範
曉
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

本
経
済
再
建
の
方
式
と
農
業
改
革
の
方
向
と
を
き
め
る
た
め
の
一
基
準
」
な
る
テ
ー
マ
で
論
文
を
発
表
し
、
進
行
せ
ん
と
し
て
い
た

農
業
改
革
の
基
準
を
ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」
か
ら
マ
ル
ク
ス
「
再
生
産
表
式
」
へ
と
定
式
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
定
式
は
、
再
生
産

　
　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
六
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
含
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
六
三
六
）
、

表
式
、
及
び
、
地
代
理
論
、
そ
の
両
面
に
お
い
て
、
そ
の
后
の
日
本
農
業
危
機
の
進
行
と
、
深
度
に
応
じ
て
、
よ
り
豊
富
化
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ら
れ
ね
ほ
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
戦
后
の
農
業
改
革
の
基
準
と
し
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
単
に
農
地
改
革
の
基
準
と
い
う
に
止

ま
ら
ず
、
現
時
点
で
の
農
業
危
機
解
決
の
一
基
準
と
し
て
、
複
雑
な
農
業
間
題
の
諸
現
象
形
態
の
底
に
、
鉄
の
如
く
貫
ぬ
く
、
基
本

問
題
を
え
ぐ
り
出
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
「
再
生
産
論
と
地
代
論
」
と
設
定
し
た
、
戦
后
農
業
理
論
１
１
方
法
展
開
の
出
発
点

が
こ
こ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
以
下
こ
の
論
文
の
持
っ
含
意
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
。

　
ヶ
ネ
ー
経
済
表
に
お
げ
る
基
礎
範
晴
は
三
階
級
分
割
と
、
　
『
純
生
産
物
』
の
規
定
に
お
か
れ
て
い
る
。
三
階
級
は
以
下
の
如
く
で

あ
る
。
〈
生
産
階
級
Ｖ
・
借
地
農
業
者
、
お
よ
び
農
業
労
働
者
を
含
み
、
大
農
制
度
の
下
に
唯
一
の
剰
余
た
る
『
純
生
産
物
』
を
地

代
と
し
て
、
貨
幣
の
形
態
で
地
主
階
級
に
支
払
う
。
そ
の
労
働
が
、
唯
一
の
剰
余
を
生
む
の
で
、
生
産
的
と
観
定
さ
れ
る
。
〈
地
主

階
級
Ｖ
・
主
権
者
、
地
主
及
び
十
分
の
一
税
徴
収
者
を
含
み
、
生
産
階
級
か
ら
収
納
し
た
『
純
生
産
物
」
に
よ
っ
て
生
活
す
る
。
そ

の
取
得
分
は
、
主
権
者
七
分
の
二
、
地
主
七
分
の
四
、
十
分
の
一
税
徴
収
者
七
分
の
一
で
あ
る
。
〈
不
生
産
階
級
Ｖ
商
工
業
者
、
即

ち
、
農
業
以
外
の
勤
務
お
よ
び
労
働
に
従
事
す
る
あ
ら
ゆ
る
市
民
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
不
生
産
的
と
呼
ぽ
れ
る
の
は
、

こ
の
階
級
が
、
生
産
階
級
の
供
給
す
る
原
料
に
対
し
、
単
に
彼
ら
自
身
が
消
費
す
る
生
活
資
料
だ
げ
の
価
値
し
か
つ
げ
加
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
範
曉
に
も
と
づ
く
、
再
生
産
１
１
経
済
表
は
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
ケ
ネ
ー
に
お
げ
る
右
の
如
き
基
礎
範
蒔
・
経
済
表
に
対
し
、
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
に
お
い
て
は
、
杜
会
的
総
生
産
物
は
、
素
材

視
点
か
ら
生
産
手
段
と
消
費
資
料
の
二
部
門
に
分
割
さ
れ
、
価
値
視
点
か
ら
は
、
Ｃ
＋
Ｖ
＋
Ｍ
の
三
部
分
に
分
割
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
〈
可
変
資
本
Ｖ
Ｖ
価
値
の
点
か
ら
み
れ
ば
充
用
さ
れ
た
杜
会
的
労
働
力
に
等
し
く
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
労
働
力
に
対
し
て
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血
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（
Ｕ
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
０

　
１
■
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１

び
利
及
の
入
本
額

収
資
払

也
司
７
ｒ

血
阻

帆２
経
補
の
の
々
本

年
資

億
年
本

２
０
次
資
は
営
額
経
立

計
半
の
積

■
内
窒
に

立
巳

帆５計

支
払
わ
れ
た
労
働
賃
銀
の
総
額
に
等
し
い
。
素
材
の
点
か
ら
は
、
活
動

中
の
労
働
力
自
体
か
ら
、
こ
の
資
本
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
る
生
き
た
労

働
か
ら
な
り
立
っ
部
分
。
〈
不
変
資
本
Ｃ
Ｖ
そ
こ
に
充
用
さ
れ
る
あ
ら

ゆ
る
生
産
手
段
の
価
値
、
こ
れ
は
固
定
資
本
と
流
動
不
変
資
本
と
に
分

れ
る
。
そ
し
て
く
剰
余
価
値
Ｍ
Ｖ
年
々
の
総
労
働
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ

る
価
値
部
分
中
、
前
払
可
変
資
本
補
填
部
分
を
除
い
た
超
過
部
分
。

　
二
部
門
、
三
分
割
と
い
う
基
礎
範
晴
に
も
と
づ
く
マ
ル
ク
ス
再
生
産

表
式
（
単
純
再
生
産
）
は
第
二
表
の
如
く
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
１

（
Ｖ
＋
Ｍ
）
”
Ｉ
Ｃ
と
い
う
関
係
が
、
成
立
条
件
と
し
て
え
ぐ
り
出
さ
れ

る
。　

右
の
よ
う
な
ケ
ネ
ー
経
済
表
と
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
差
異
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
剰
余
価
値
Ｍ
と
『
純
生
産
物
』
の
差
異
に
、

つ
ま
り
は
、
両
者
の
地
代
範
晴
の
差
異
に
基
本
的
に
立
脚
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ネ
ー
に
あ
っ
て
は
、
剰
余

価
値
は
、
使
用
価
値
視
点
に
立
っ
て
単
な
る
素
材
的
剰
余
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
工
業
は
素
材
の
転
形
の
み
に
止
ま
り
、

増
加
が
な
く
、
剰
余
は
農
業
に
の
み
生
じ
て
土
地
所
有
者
が
取
得
す
る
も
の
と
た
る
。
こ
こ
に
ケ
ネ
ー
『
純
生
産
物
」
範
曉
が
成
立

す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
ル
ク
ス
に
。
お
い
て
は
、
資
本
が
支
配
し
、
土
地
所
有
は
こ
れ
に
従
属
す
る
。
地
代
は
、
剰
余
価
値
に
包
括

さ
れ
そ
の
一
分
肢
と
な
り
農
業
と
工
業
と
の
素
材
的
た
区
別
は
消
減
し
、
杜
会
的
総
生
産
物
は
生
産
手
段
と
消
費
資
料
に
分
割
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
六
三
七
）

●



式表産生再スクルマ表２第

）産生再純単（

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）段手産生（０００６ヨーＭ
０
０

１
０＋ＶＯ０

１
０＋ＣＯＯ０４１

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

題
は
こ
の
一
点
に
か
か
る
。
」

　
農
地
改
革
開
始
の
時
点
、

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

構
造
の
民
主
的
変
革
の
基
礎
と
し
て
の
意
義
が
、

　
た
だ
し
か
し
、

調
と
い
う
と
こ
ろ
に
止
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
問
題
把
握
に
止
め
ず
し
て
、

の
重
点
の
変
化
し
て
い
る
現
時
点
に
お
い
て
な
お
か
つ
、

）料資費
硝

ぴ
刈↓

０
Ｍ

５
０＋ＶＯ０５＋１ＣＯＯ○厘皿

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
六
三
八
）

　
こ
の
よ
う
な
、
ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」
と
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
は
、
そ
の
理
論
的
正
誤
の
観
点
は
別
と
し
て
、

歴
史
的
意
義
を
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
得
る
。
ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」
は
、
杜
会
の
余
剰
余
価
値

が
地
代
と
し
て
土
地
所
有
老
の
手
に
帰
す
る
と
い
う
点
に
－
お
い
て
は
、
土
地
所
有
支
配
１
１
封
建
制
度
の
表
現
で
あ

る
。
他
面
、
ケ
ネ
ー
は
、
杜
会
的
総
生
産
物
の
再
生
産
過
程
を
資
本
の
総
過
程
と
し
て
把
握
せ
ん
と
す
る
観
点

を
有
す
る
。
か
く
て
、
ヶ
ネ
ー
経
済
表
は
「
封
建
制
度
の
土
地
所
有
支
配
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
再
生
産
」
（
剰
余
価
値

学
説
史
、
第
ｕ
巻
、
デ
ィ
ー
ツ
版
四
一
頁
）
の
理
論
的
表
現
で
あ
り
、
歴
史
的
に
は
、
封
建
制
度
、
土
地
所
有
支
配
と

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
要
素
と
の
対
抗
、
絶
対
王
政
の
階
級
対
抗
を
表
現
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
ヶ
ネ
ー
経
済
表
と
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
ど
の
問
に
は
、
フ
ラ
ソ
ス
大
革
命
と
産
業
革
命
の
一
時
代

が
横
た
わ
る
と
す
る
。
山
田
論
文
の
冒
頭
に
立
か
え
れ
ば
、
日
く
「
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
は
ケ
ネ
ー
の
『
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

済
表
』
の
揚
棄
で
あ
り
、
そ
の
揚
棄
の
最
も
根
本
的
な
条
件
の
一
つ
は
マ
ル
ク
ス
地
代
理
論
の
完
成
で
あ
る
。
間

　
　
（
２
）

　
　
　
　
ま
さ
に
、
戦
后
民
主
化
の
階
級
斗
争
が
激
し
く
展
開
し
て
い
た
時
点
に
お
い
て
、
土
地
変
革
の
持
つ
全

、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
き
わ
め
て
明
快
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ケ
ネ
ー
経
済
表
か
ら
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
へ
」
と
い
う
定
式
化
の
意
義
は
、
単
な
る
土
地
改
革
の
意
義
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
、
逆
説
的
な
云
い
方
を
す
れ
ば
、
土
地
改
革
を
、
単
な
る
土
地
改
革
の
次
元

　
　
　
　
　
再
生
産
構
造
の
範
曉
で
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
定
式
化
の
含
意
が
あ
り
、
そ
れ
故
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
定
式
化
が
生
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヶ
ネ
ー
経
済
表
と
マ
ル
ク



ス
再
生
産
表
式
の
間
に
は
、
フ
ラ
ソ
ス
大
革
命
が
あ
る
だ
げ
で
な
く
、
あ
秦
革
命
が
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
・
農
業
に
っ
い
て
い

え
ぼ
、
土
地
革
命
は
、
農
業
革
命
へ
と
接
続
す
る
。
土
地
改
革
は
そ
の
い
み
で
は
端
緒
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
端
緒
の
あ

り
方
が
次
の
段
階
の
あ
り
方
を
観
定
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
土
地
改
革
の
主
体
・
様
式
と
深
度
が
重
要
な
問
題

と
な
り
そ
の
点
は
次
項
で
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
経
済
構
造
と
し
て
の
定
型
は
、
基
礎
的
に
脊
生
産
鯵
忠
の
範
曉
で
と

ら
れ
、
現
実
的
運
動
と
し
て
も
、
過
渡
的
諾
形
態
に
媒
介
さ
れ
っ
っ
そ
こ
に
辿
り
っ
く
ま
で
止
ま
る
こ
と
な
き
運
動
を
移
成
す
る
・

そ
れ
故
、
変
革
の
課
題
設
定
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
的
に
、
再
生
産
論
の
基
礎
範
曉
に
お
い
て
確
認
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
・
こ
れ

は
、
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ソ
に
お
い
て
と
ら
れ
て
い
た
方
法
で
あ
っ
た
と
思
う
し
、
常
に
経
済
分
析
の
最
も
基
本
的
な
課
題
で
あ
る

と
し
て
銘
記
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

．
な
お
こ
こ
で
付
一
、
日
し
た
い
の
は
「
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
へ
」
と
す
る
こ
と
の
意
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
単
純
に
、
資
本
主
義
的

再
生
産
構
造
へ
、
或
い
は
農
業
に
お
げ
る
資
本
主
義
的
経
営
の
樹
立
、
利
潤
範
晴
の
形
成
へ
と
、
理
解
す
る
な
ら
ば
些
か
短
見
で
あ

ろ
う
。
附
記
に
日
く
「
レ
ー
ニ
ソ
は
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
『
転
形
期
経
済
学
』
中
の
一
句
『
か
く
し
て
資
本
家
的
商
品
生
産
に
立
脚
す
る

杜
会
の
終
末
は
ま
た
経
済
学
の
終
末
を
意
味
す
る
」
に
傍
註
し
て
日
く
『
誤
謬
。
純
粋
の
共
産
主
義
の
下
に
お
い
て
さ
へ
Ｈ
く
十
室
と

Ｈ
Ｈ
Ｏ
と
の
関
係
、
並
び
に
蓄
積
、
も
あ
る
。
』
（
団
。
、
旨
ぎ
自
暮
睾
目
・
ｏ
二
お
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
Ｈ
く
十
旨
と
Ｈ
Ｈ
Ｏ
と
の
関
係
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

再
生
産
過
程
の
基
礎
的
関
係
を
意
味
す
る
。
」
Ｃ
・
Ｖ
・
Ｍ
の
諾
範
曉
は
、
杜
会
的
生
産
に
お
い
て
は
、
　
一
定
の
「
読
み
替
え
」
を

必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
農
業
変
革
が
内
部
蓄
積
を
可
能
な
ら
し
め
Ｈ
く
十
く
ム
Ｈ
Ｏ
の
樹
立
を
可
能
改
ら
し
め
る

再
生
産
構
造
を
樹
立
せ
し
め
る
こ
と
、
こ
れ
を
『
産
業
と
し
て
の
農
業
の
樹
立
』
と
云
い
か
え
て
も
い
い
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
ゆ

き
っ
か
ざ
る
隈
り
、
農
業
内
に
お
い
て
も
、
総
経
済
構
造
に
お
い
て
も
安
定
し
た
発
展
型
の
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
抽
象
的
に

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
六
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
六
四
〇
）

理
論
的
に
、
提
示
し
て
い
る
も
の
次
の
で
あ
る
。

　
「
フ
ラ
ソ
ス
大
革
命
」
と
「
産
業
革
命
」
と
が
、
戦
后
わ
が
国
に
お
い
て
、
如
何
た
る
形
態
と
主
体
と
に
お
い
て
進
行
し
、
戦
后

経
済
再
編
が
如
何
に
進
行
す
る
か
は
戦
后
の
民
主
化
を
め
ぐ
る
階
級
闘
争
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
は
間
題
を

最
も
抽
象
的
な
理
論
的
次
元
で
の
論
点
の
提
示
に
止
め
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

）２（

「
土
地
分
割
」
の
意
義

　
戦
后
一
時
期
、
資
本
主
義
分
析
に
お
げ
る
再
生
産
論
適
用
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
い

ま
こ
の
間
題
に
深
く
立
入
ろ
う
と
は
思
わ
た
い
。
只
、
そ
の
折
、
Ｎ
・
Ｎ
・
Ｎ
氏
に
よ
っ
て
、
基
本
的
に
再
生
産
論
の
適
用
を
擁
護

し
っ
っ
、
農
業
問
題
に
っ
い
て
は
、
　
「
再
生
産
表
式
と
地
代
範
晴
の
連
げ
い
」
と
い
う
視
点
で
な
く
、
中
間
項
と
し
て
、
レ
ー
三
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
農
民
層
分
解
１
１
国
内
市
場
形
成
発
展
に
か
か
わ
る
市
場
理
論
の
表
式
を
適
用
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
山

田
理
論
に
対
す
る
農
村
に
お
け
る
階
級
分
解
と
資
本
主
義
的
進
化
の
現
実
を
み
と
め
な
い
と
い
う
、
当
時
や
や
一
般
化
し
て
い
た
批

判
の
風
潮
に
乗
っ
た
議
論
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
批
判
は
基
本
的
に
、
あ
た
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
農

業
に
お
げ
る
資
本
主
義
的
両
極
分
解
の
展
望
が
あ
る
の
か
ど
う
か
の
検
討
が
欠
げ
て
い
る
し
、
レ
ー
ニ
ソ
の
理
論
自
身
、
　
『
ロ
シ
ヤ

に
お
げ
る
資
本
主
義
の
発
達
』
か
ら
『
農
業
綱
領
』
で
の
土
地
国
有
の
提
起
と
い
う
発
展
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
一
般
的
に
、

商
品
、
資
本
主
義
経
済
の
湊
透
の
中
で
、
農
村
内
部
に
、
一
方
に
お
げ
る
富
の
蓄
積
と
、
他
方
に
お
げ
る
貧
困
の
蓄
積
と
い
う
分
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

の
生
ず
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
古
典
的
両
極
分
解
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
た
り
に
、
一
応
の
農
業
間
題
の
解
決
を
資
本
が

た
し
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
戦
后
段
階
で
は
（
す
で
に
、
一
九
二
九
年
大
恐
慌
か
ら

’



そ
う
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
が
）
古
典
的
両
極
分
解
の
条
件
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
市
場
理
論
の
表
式
も
機
械

的
に
適
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
問
題
は
、
　
　
と
く
に
農
地
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
　
　
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
「
土
地
分
割
」
の
持
つ
意
義
を
歴
史

段
階
的
に
、
地
代
論
的
に
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
前
者
に
お
げ
る
検
討
は
、
土
地
革
命
の
歴
史
的
諸
段
階
と
の
関
連
で
行

わ
れ
ね
ぼ
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
、
ロ
シ
ヤ
革
命
、
中
国
人
民
民
主
主
義
革
命
、
等
の
諸
画
期
が
検
討
の
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

と
た
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
農
地
改
革
の
土
地
所
有
の
性
格
を
如
何
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
っ
い
て
、
一
っ
の

要
点
と
思
わ
れ
る
点
に
し
ぼ
っ
て
考
察
の
手
が
か
り
を
探
っ
て
お
こ
う
、
す
な
わ
ち
、
問
題
は
、
改
革
后
の
土
地
所
有
に
分
割
地
所

有
範
晴
を
あ
て
は
め
て
理
解
し
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
別
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

結
論
か
ら
出
発
し
た
い
。
改
革
后
の
土
地
所
有
は
、
零
細
私
的
土
地
所
有
Ｈ
零
細
農
耕
と
観
定
さ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
、
そ
れ
自
体

　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
歴
史
的
生
産
力
構
造
、
世
界
史
的
段
階
性
、
主
体
的
性
格
の
ど
の
側
面
か
ら
み
て
も
、
分
割
地
所
有
以
前
の
も
の
と
規
定
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。
農
業
に
ー
お
げ
る
資
本
主
義
的
分
解
の
起
点
と
し
て
、
そ
の
意
味
で
、
生
産
力
発
展
の
必
要
な
経
過
点
と
し
て
、

ま
さ
に
、
拡
大
再
生
産
の
起
点
と
し
て
の
単
純
再
生
産
と
し
て
の
範
曉
と
し
て
、
小
所
有
が
そ
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
も
の
た
り

得
た
の
は
、
典
型
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
の
み
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ー
マ
ソ
層
の
広
汎
な
自
生
的
展
開
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
、
土
地

清
掃
か
ら
、
資
本
主
義
的
両
極
分
解
へ
の
最
も
典
型
的
な
歩
み
が
そ
こ
に
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
は
　
　
一
般

に
、
は
分
割
地
所
有
の
典
型
と
さ
れ
る
が
　
　
、
す
で
に
、
一
定
の
限
定
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
革
命
に
お

い
て
、
北
部
の
資
本
主
義
的
大
経
営
と
「
分
割
地
所
有
」
が
法
認
せ
ら
れ
っ
っ
、
そ
の
分
割
地
所
有
は
「
清
掃
」
さ
れ
る
こ
と
た
く
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

や
が
て
ボ
ナ
パ
ル
チ
ズ
ム
の
杜
会
的
基
盤
へ
と
転
化
せ
し
め
ら
れ
る
。
即
員
す
で
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
成
長
が
、
一
八
四
八

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
六
四
一
）



　
　
　
立
命
館
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八
六
　
（
六
四
二
）

年
を
転
回
点
と
し
歴
史
的
勢
力
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
す
で
に
、
　
「
小
所
有
」
を
無
条
件
に
調
歌
し
得
な
い
の

で
あ
る
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
「
小
農
の
没
落
の
避
げ
ら
れ
た
い
こ
と
を
予
見
す
る
」
　
「
力
づ
く
で
な
く
、
実
例
と
そ
の
た
め
の
杜
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

援
助
の
提
供
と
に
よ
っ
て
小
農
の
私
的
経
営
と
私
的
所
有
を
協
同
組
合
的
な
も
の
に
移
し
か
え
る
こ
と
」
と
い
う
政
策
が
提
示
さ
れ

る
。
か
く
て
、
農
業
に
お
げ
る
杜
会
的
経
営
樹
立
の
主
体
は
、
資
本
の
手
か
ら
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
。
ロ
シ
ヤ

革
命
は
、
土
地
国
有
形
態
に
お
い
て
土
地
分
割
を
行
い
、
協
同
化
に
す
す
み
、
中
国
人
民
民
主
主
義
革
命
で
は
、
人
口
分
配
の
「
農

民
的
土
地
所
有
」
に
お
い
て
土
地
分
割
を
行
い
、
合
作
杜
化
、
人
氏
公
杜
化
と
す
す
む
。
こ
の
よ
う
な
世
界
史
的
条
件
の
も
と
に
お

い
て
、
戦
后
わ
が
国
の
「
土
地
分
割
」
１
－
零
細
私
的
所
有
形
成
の
意
義
は
、
如
何
に
規
定
さ
れ
よ
う
か
。
明
ら
か
に
主
導
権
は
資
本

が
に
ぎ
り
、
深
刻
な
る
体
制
的
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
、
む
し
ろ
、
　
「
ボ
ナ
バ
ル
チ
ズ
ム
」
の
延
長
線
上
に
、
国
独
資
的
条
件
の
下

で
、
農
民
を
私
的
所
有
の
枠
の
中
に
閉
ぢ
こ
め
、
杜
会
的
経
営
と
し
て
の
発
展
条
件
を
制
約
し
た
。
こ
こ
で
は
更
に
、
戦
后
段
階
の

諸
条
件
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
基
本
的
に
「
分
割
地
所
有
範
曉
」
を
擬
制
す
る
こ
と
の
空
し
さ
が
、

強
調
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
又
、
レ
ー
ニ
ソ
市
場
理
論
表
式
の
適
用
は
、
　
「
二
つ
の
道
」
の
可
能
性
を
残

し
た
そ
の
段
階
よ
り
も
一
層
き
び
し
く
、
機
械
的
適
用
を
戎
し
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

『
人
文
』
創
刊
号
、
二
～
四
二
頁
。

右
同
書
、
二
～
三
頁
。

〃
　
一
二
～
一
三
頁
。

Ｎ
，
Ｎ
，
Ｎ
「
市
場
理
論
と
地
代
範
曉
の
危
機
」
　
『
経
済
評
論
』
四
九
年
三
、
四
、
六
月
号
。

こ
の
点
に
関
し
て
ば
、
山
田
盛
太
郎
編
『
変
革
期
に
お
げ
る
地
代
範
晴
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
刊
参
照
。

拙
稿
「
農
業
解
体
の
深
化
と
農
業
の
再
構
成
」
『
土
地
制
度
史
学
』
五
七
号
所
収
。



（
７
）

（
８
）

加
用
信
文
『
日
本
農
法
論
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
二
年
参
照
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
フ
ラ
ソ
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
農
民
問
題
』
　
「
全
集
」

二
二
巻
。
四
九
八
頁
。

；
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
と
矛
盾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
ケ
ネ
ー
「
経
済
表
」
か
ら
マ
ル
ク
ス
「
再
生
産
表
式
」
へ
と
い
う
定
式
が
、
戦
后
目
本
農
業
変
革
の
基
準
を
設
定
す
る
意
義
を
も

っ
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
抽
象
的
な
基
準
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
　
「
民
主
化
」
１
－
「
再
版
原
蓄
」
の
一
時
期
を

経
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
を
以
て
す
る
目
本
資
本
主
義
再
建
の
方
向
が
明
確
化
し
、
昭
和
三
〇
年
以
降
に
い
わ
ゆ
る
高
度
成

長
１
－
重
化
学
工
業
段
階
の
構
築
が
始
ま
る
に
及
び
、
戦
后
段
階
に
お
げ
る
経
済
構
造
と
農
業
形
態
と
の
現
実
的
矛
盾
を
解
明
す
べ
き

時
点
に
入
り
、
又
そ
れ
を
可
能
に
す
る
条
件
も
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
表
式
論
も
新
た
な
論
点
を
展
開
す
る
契
機
が
与
え
ら

（
ユ
）

れ
た
。

　
そ
こ
で
、
戦
后
段
階
の
目
本
資
本
主
義
を
と
ら
え
る
再
生
産
表
式
上
の
基
準
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ
あ
い
直
ち
に

想
起
さ
れ
る
の
は
、
レ
ー
ニ
ソ
の
構
成
高
度
化
表
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
拡
大
再
生
産
表
式
に
、
有
機
的
構
成
の
高
度

化
を
お
り
こ
み
、
基
準
年
度
を
一
〇
〇
と
し
て
、
第
一
部
門
用
の
生
産
手
段
生
産
は
四
年
後
に
は
二
三
ハ
・
七
、
第
二
部
門
用
の
生

産
手
段
が
一
〇
九
・
五
、
消
費
資
料
の
生
産
は
最
も
緩
慢
に
ー
増
大
し
て
一
〇
六
と
い
う
数
値
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

様
に
蓄
積
速
度
は
部
門
問
に
不
均
等
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
、
資
本
主
義
が
高
度
生
産
力
段
階
に
到
達
レ
た
と
き
、
生
産
の

た
め
の
生
産
を
以
て
す
る
生
産
の
無
制
限
的
拡
大
僚
向
と
、
狭
隆
な
る
個
人
的
消
費
と
の
衝
突
が
極
度
に
達
し
、
資
本
過
剰
が
も
た

ら
さ
れ
る
必
然
性
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
　
『
帝
国
主
義
論
』
の
理
論
的
基
礎
を
な
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成
高
度
化
表

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
六
四
三
）



　
　
　
立
命
館
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済
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八
八
　
（
六
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四
）

式
を
媒
介
に
す
べ
き
こ
と
は
、
戦
后
段
階
が
依
然
と
し
て
帝
国
主
義
段
階
と
位
置
づ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
式
も
果
し
て
無
媒
介
に
適
用
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
が
問
題
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

表
式
の
無
媒
介
的
適
用
と
も
い
え
る
玉
垣
良
典
の
ば
あ
い
、
戦
后
重
化
学
工
業
段
階
は
次
の
様
に
説
か
れ
る
。
玉
垣
の
ぱ
あ
い
、
．
戦

后
は
、
日
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
重
化
学
工
業
段
階
の
本
格
的
確
立
ｎ
展
開
期
で
あ
り
、
重
化
学
工
業
諸
部
門
、
（
１
）
鉄
鋼
－
機
械

（
１
）
石
油
精
製
－
化
学
繊
維
お
よ
び
「
そ
の
他
」
消
費
財
（
化
学
加
工
製
品
）
、
（
皿
）
鉄
鋼
、
窯
業
土
石
－
建
設
が
相
互
関
連
的
構
成

を
も
っ
生
産
力
体
系
と
し
て
の
編
成
替
え
を
実
現
し
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
み
る
べ
く
、
戦
后
日
本
資
本
主

義
の
産
業
問
の
格
差
は
き
わ
め
て
大
壱
く
、
部
門
問
の
不
均
等
発
展
、
不
均
衡
は
こ
の
よ
う
た
、
各
部
門
の
応
当
的
関
連
を
越
え
て

い
る
実
態
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
后
植
民
地
を
喪
失
せ
る
目
本
資
本
主
義
は
、
商
品
市
場
、
原
料
資
源

に
お
け
る
海
外
市
場
的
関
連
に
お
い
て
も
、
独
立
的
な
る
Ｈ
（
く
十
く
）
１
１
目
Ｏ
の
関
連
を
打
ち
建
て
得
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の

点
か
ら
も
、
重
化
学
工
業
段
階
生
産
力
体
系
の
自
生
的
、
相
互
関
連
的
機
構
の
構
築
の
達
成
と
す
る
こ
と
に
。
は
疑
問
が
あ
る
。

　
戦
后
日
本
資
本
主
義
の
再
編
の
論
理
を
伺
う
に
、
そ
こ
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
経
済
と
し
て

の
特
色
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
他
に
比
類
な
き
急
テ
ソ
ポ
の
高
度
成
長
と
い
う
特
質
で
あ
る
。
こ
の
二
点
を
再
生
産
表
式
上
如
何

に
処
理
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
右
の
第
一
点
に
っ
い
て
、
軍
需
品
生
産
の
転
化
式
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
山
田
盛
太
郎
は
す
で
に
『
再
生
産
過
程
表
式
分
析

序
論
』
（
昭
和
六
年
九
月
刊
）
に
お
い
て
、
軍
需
品
生
産
転
化
式
を
展
開
し
て
お
り
、
戦
后
に
お
い
て
も
、
目
本
資
本
主
義
の
戦
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

よ
る
崩
壊
を
示
す
の
に
こ
の
表
式
は
援
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
国
家
独
占
資
本
主
義
経
済
の
論
理
に
ふ
え
ん
し
う
る
も
の
と
考
え

る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
如
ぐ
考
え
ら
れ
る
。
国
家
独
占
資
本
主
義
経
済
は
、
独
占
体
の
危
機
疋
対
す
る
対
応
と
し
て
の



国
家
権
力
を
以
て
す
る
政
治
・
経
済
へ
の
介
入
で
あ
る
。
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
云
っ
て
し
ま
え
ぱ
、
自
生
的
な
純
経
済
論
理
と
し

て
は
資
本
主
義
経
済
と
し
て
破
綻
し
て
い
る
も
の
を
、
国
家
の
Ｏ
・
ｏ
幸
集
を
以
て
、
上
か
ら
支
え
て
い
る
体
制
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ

い
、
中
核
を
な
す
も
の
は
、
ま
さ
に
軍
事
力
そ
れ
白
体
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
抜
き
に
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
経

済
を
国
家
の
コ
ソ
ト
ロ
ｉ
ル
に
ょ
る
恐
慌
回
避
の
体
制
な
ど
と
経
済
主
義
的
に
規
定
し
て
し
ま
え
ぼ
、
把
握
は
き
わ
め
て
一
面
的
な
、

牧
歌
的
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
国
家
の
全
面
的
な
経
済
へ
の
介
入
が
、
経
済
総
体
に
対
す
る
簿
記
を
形
成
し
、
杜

会
的
体
制
へ
の
一
基
礎
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
一
般
的
、
抽
象
的
基
礎
で
し
か
な
い
。
只
、
こ
の
よ
う
に
立
論
し
て

い
っ
た
ぼ
あ
い
、
戦
后
目
本
資
本
主
義
に
軍
需
品
生
産
あ
り
や
と
い
う
疑
問
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
点
で
は
、
ア
メ
リ
ヵ
資

本
主
義
が
基
本
的
に
そ
れ
を
ヵ
バ
ー
。
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
戦
后
核
兵
器
段
階
の
、
資
本
主
義
再
編
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
、
戦
后
目
本
資
本
主
義
分
析
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
分
析
と
総
合
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
角
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

か
ら
の
分
析
と
し
て
、
南
克
己
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
分
析
は
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
戦
后
日
本
資
本
主
義
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
平
和
経
済
で
あ
る
と
断
ず
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
又
早
計
で
あ
ろ
う
。
戦

后
の
重
化
学
工
業
は
、
極
東
の
丘
ハ
器
廠
と
し
て
、
鉄
鋼
１
１
機
械
産
業
基
軸
に
、
む
し
ろ
、
潜
在
的
軍
事
工
業
（
通
常
丘
ハ
器
）
的
性
格
を

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

以
て
構
築
さ
れ
た
顛
倒
型
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
「
公
害
列
島
」
を
生
み
出
す
根
因
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
事
実
、
戦
后
経
済
再
編

に
は
、
朝
鮮
戦
争
１
１
特
需
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
１
１
特
需
が
、
夫
々
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト
を
な
し
て
お
り
、
そ
れ
の
喪
失
は
忽
ち
、
激
し

い
危
機
を
生
み
出
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
さ
て
、
軍
事
生
産
的
顛
倒
型
は
、
再
生
産
表
式
の
上
か
ら
如
何
に
特
徴
づ
げ
ら
れ
得
よ
う
が
、
第
三
表
山
田
盛
太
郎
に
よ
る
転
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

式
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
問
う
と
、
以
下
の
様
な
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
六
四
五
）
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九
〇
　
（
六
四
六
）

　
第
一
に
、
第
二
部
門
に
お
い
て
、
軍
需
生
産
六
〇
〇
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
単
に
、

第
二
部
門
が
そ
れ
だ
げ
制
限
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
第
一
部
門
に
お
い
て
、
軍
需
品
生

産
の
た
め
の
生
産
手
段
を
生
産
す
る
部
門
が
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
波
及
す
る
と
こ

ろ
結
局
旨
８
◎
十
Ｈ
買
・
き
◎
十
各
一
』
塞
卜
冒
（
梱
）
Ｈ
Ｓ
塞
ト
と
い
う
大
量
が
そ
こ
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
◎
　
　
　
　
　
　
　
◎
ｏ

げ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
ず
、
本
来
の
杜
会
的
生
産
に
対
す
る
制
限
は
巨
大
な
も
の
に
な
る
と

い
う
こ
と
。

　
第
二
に
、
こ
の
転
化
式
に
お
い
て
は
、
剰
余
価
値
の
四
〇
％
が
軍
事
用
に
ふ
り
向
げ

ら
れ
る
と
仮
定
し
て
い
る
が
、
軍
事
力
は
、
本
来
、
相
手
国
へ
の
競
争
に
よ
っ
て
、
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

わ
ば
、
再
生
産
表
式
の
内
的
論
理
で
な
く
、
経
済
外
的
、
他
律
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
杜
会
的
生
産
内
部
の
バ
ラ
ソ
ス
を
破
壊
す
る
可
能
性
が
き
わ
め
て

大
き
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
第
三
に
、
こ
こ
で
は
軍
需
品
生
産
の
負
担
は
剰
余
価
値
か
ら
ふ
り
向
げ
ら
れ
る
と
仮

定
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
Ｖ
部
分
、
（
価
直
ど
お
り
支
払
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
は
）
を

侵
食
す
る
。
そ
れ
は
租
税
政
策
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
政
策
に
よ
る
所
得
の
再
配
分
策

が
こ
れ
を
な
し
、
生
産
の
拡
大
と
消
費
制
限
と
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
る
。

　
し
か
し
、
戦
后
の
目
本
資
本
主
義
再
編
の
論
理
を
理
解
す
る
に
は
、
い
ま
一
つ
高
度

成
長
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ぱ
あ
い
に
は
、
軍
需
品
生
産
に



お
げ
る
固
定
資
本
新
設
の
表
式
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ぼ
、
敗
戦
に
ょ
る
目
本
経
済
の
崩
壊
は
き
わ
め
て
著
し

く
、
殆
ん
ど
作
り
直
さ
ね
ぽ
な
ら
匁
か
っ
た
し
、
戦
前
軽
工
業
段
階
基
盤
上
に
、
そ
れ
と
隔
絶
せ
る
技
術
水
準
の
重
化
学
工
業
を
建

設
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
ア
メ
リ
カ
、
西
ド
イ
ツ
と
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
軍
需
品
生
産
に
お
け
る
固
定
資
本
新
設
の
論
理
は
再
生
産
表
式
上
如
何
に
説
か
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
山
田
盛
太
郎
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

明
す
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
軍
需
品
生
産
を
ら
◎
Ｏ
＋
Ｈ
◎
ｏ
く
十
Ｈ
◎
◎
峯
１
１
８
ｏ
竃
で
あ
る
と
し
て
、
固
定
資
本
を
考
慮
し
た
ぼ
あ
い
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
§
竃
蕎
・
叢
－
一
。
総
葬
踊
一
一
・

　
「
弦
で
、
こ
の
軍
需
品
生
産
８
◎
旨
が
拡
張
の
部
分
と
し
て
、
新
設
固
定
資
本
の
基
礎
の
上
で
の
計
画
で
あ
る
ぼ
あ
い
に
は
、
Ｈ
竃

部
分
か
ら
、
そ
の
Ｍ
用
生
産
手
段
を
購
入
す
べ
き
額
は
、
四
〇
〇
で
は
な
く
し
て
七
六
〇
（
四
〇
〇
固
十
…
ハ
○
流
）
で
な
げ
れ
ば
な

ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
Ｈ
罧
部
門
で
は
こ
の
新
た
な
Ｍ
用
生
産
手
段
七
六
〇
を
ば
新
設
固
定
資
本
の
基
礎
上
で
え
ら
れ
る
生
産
計
画

を
た
て
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
そ
の
目
標
生
産
額
は
五
〇
八
Ｃ
＋
一
二
六
Ｖ
＋
二
一
六
Ｍ
ｌ
ｌ
七
六
〇
で
あ
る
が
、
五
〇
八
Ｃ
と
お
く
た
め
に

は
、
更
に
．
貝
Ｈ
一
部
門
か
ら
、
生
産
手
段
五
〇
八
で
な
く
九
六
五
（
五
〇
八
固
十
四
五
七
流
）
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て

同
様
に
、
Ｈ
一
Ｈ
一
部
門
で
は
九
六
五
を
新
設
固
定
資
本
の
基
礎
上
で
得
べ
き
生
産
計
画
を
た
て
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
こ
こ
で
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
産
手
段
二
一
六
二
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
立
体
化
・
加
速
化
さ
れ
た
連
鎖
は
、
単
純
再
生
産
の
場
合
の
平
面
的
・
水
平
的

連
鎖
と
異
な
る
。
こ
の
立
体
化
、
加
速
化
速
度
は
、
Ｃ
の
内
、
固
定
部
分
と
流
動
部
分
と
の
構
成
比
で
規
定
さ
れ
る
と
す
べ
き
で
あ

（
６
）

る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
后
目
本
資
本
主
義
再
建
の
論
理
に
お
げ
る
顛
倒
性
は
、
一
般
的
な
資
本
主
義
再
生
産
構
造
に
お
げ
る
「
生
産
の

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
尿
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
六
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
六
四
八
）

た
め
の
生
産
・
生
産
の
無
制
限
的
拡
大
傾
向
」
と
、
冷
戦
対
決
を
基
調
と
す
る
「
軍
事
生
産
的
他
律
性
」
、
お
よ
び
「
固
定
資
本
新

設
に
お
げ
る
立
体
化
・
加
速
度
化
」
と
い
う
よ
う
な
三
重
の
要
因
を
持
っ
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
戦
后
世
界
無
比
の

高
度
成
長
を
な
し
と
げ
た
こ
と
の
再
生
産
理
論
的
解
明
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
論
理
を
も
つ
戦
后
重
化
学
工
業
の
建
設
は
、
昭
和
三
〇
～
三
六
年
の
過
程
に
お
い
て
、
激
し
く
進
行
し
た
の
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
農
工
不
均
等
発
展
法
則
上
の
新
段
階
を
移
成
す
る
こ
と
に
た
り
、
前
時
代
的
零
細
農
耕
の
空
洞
化
が
進
行
し
、
農

　
　
　
　
　
　
（
７
）

業
解
体
が
す
す
む
。
重
化
学
工
業
、
在
来
産
業
、
農
業
の
三
層
の
格
差
構
造
こ
そ
、
戦
后
目
本
資
本
主
義
の
型
制
を
と
ら
え
る
中
心

点
で
あ
る
と
、
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
部
門
の
応
当
的
関
連
の
体
系
と
い
う
よ
り
、
当
初
よ
り
、
極
度
に
顛
倒
し
た

体
系
で
あ
る
と
い
っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
た
体
系
は
、
構
築
途
上
に
お
い
て
危
機
に
お
ち
入
る
。
三
七
年
危
機
以
降
展
開
す
る
過
剰
は
、
単
な
る
一
般
的
過
剰
と

い
う
よ
り
、
右
に
み
た
顛
倒
型
、
格
差
構
造
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
構
造
的
過
剰
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
の
海
外
市
場
的
関
連
に
。
枠
づ
げ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
矛
盾
と
の
相
互
関
連
の
下
に
展
開
す
る
宿
命
を
負
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

危
機
の
緩
和
を
目
ざ
す
四
十
年
以
降
の
赤
字
公
債
発
行
に
よ
る
超
大
型
財
政
は
、
決
し
て
こ
の
構
造
の
根
幹
に
ふ
れ
る
も
の
で
た
く
、

む
し
ろ
、
構
造
の
矛
盾
を
拡
大
し
て
ゆ
き
過
剰
解
消
の
た
め
の
過
剰
生
産
の
拡
大
に
次
ぐ
拡
大
は
、
農
業
解
体
を
促
進
し
、
や
が
て

資
源
危
機
を
よ
び
お
こ
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
の
崩
壊
と
い
う
枠
組
の
く
づ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、
顧
倒
的
再
生
産
構
造
の
根
本
か
ら
の
揚

棄
の
課
題
に
直
面
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
「
再
生
産
表
式
と
地
代
範
曉
」
は
、
第
一
部
理
論
に
あ
た
る
部
分
が
、
ケ
ネ
ー
経
済
表
か
ら
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
へ
の
発
展
の
理
論

　
　
　
的
、
歴
史
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
て
ら
れ
、
そ
れ
は
Ｈ
経
済
表
、
表
式
と
地
代
と
の
関
連
、
例
経
済
構
造
と
農
業
形
態
と
の



（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

関
連
を
照
射
す
る
こ
と
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
発
表
に
あ
た
り
、
　
「
一
論
点
留
保
」
し
た
と
あ
り
、
こ
の
留
保
せ
る
論
点
が
何

で
あ
る
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
只
右
の
構
成
を
み
る
に
ｏ
の
部
分
を
欠
い
て
お
り
、
こ
の
点
を
戦
後
段
階
の
一
定
の
進
展
ま
で
、

展
開
を
留
保
し
た
も
の
と
推
論
し
て
み
た
。
（
『
人
文
』
創
刊
号
、
四
二
頁
参
照
）

　
玉
垣
良
典
『
日
本
資
本
主
義
構
造
分
析
序
説
』
日
本
評
論
杜
、
一
九
七
一
年
。

　
南
克
己
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
歴
史
的
段
階
　
　
戦
後
１
１
「
冷
戦
」
体
制
の
性
格
観
定
　
　
」
『
土
地
制
度
史
学
』
四
七
号
、
一
九
七

〇
年
。

　
山
田
盛
太
郎
「
再
生
産
表
式
」
『
経
済
学
大
辞
典
』
『
再
生
産
過
程
表
式
分
析
序
論
』
改
造
杜
、
昭
和
二
三
年
（
原
著
、
経
済
学
全
集
第

十
一
巻
、
昭
和
六
年
九
月
刊
）

　
山
田
盛
太
郎
「
戦
後
再
生
産
構
造
の
段
階
と
農
業
彫
態
　
　
Ｈ
＜
十
昌
１
Ｉ
Ｈ
Ｈ
ｏ
お
よ
び
蓄
積
の
Ｃ
ｏ
ｏ
訂
昌
ｐ
の
崩
壌
と
再
編
　
　
」
昭
和
三

九
年
三
月
（
専
修
大
学
杜
会
科
学
研
究
所
、
研
究
資
料
）

右
同
書
六
頁
。

　
拙
稿
「
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
農
業
問
題
（
序
説
）
」
『
農
業
総
合
研
究
』
二
三
巻
四
号
、
一
九
六
九
年
「
農
業
解
体
の
深
化
と
農
業

の
再
編
成
－
一
九
七
〇
年
基
準
日
本
農
業
再
生
産
構
造
分
析
の
基
礎
視
角
」
　
『
土
地
制
度
史
学
』
第
五
七
号
、
一
九
七
三
年
、
た
ど
参
照
。

三
　
再
生
産
構
造
の
危
機
と
土
地
所
有
彬
態
の
再
構
成

　
０
Ｄ
　
土
地
所
有
彬
態
の
再
構
成
の
必
然
性

　
農
地
改
革
で
の
「
土
地
分
割
」
の
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
零
細
私
的
所
有
と
、
世
界
に
比
類
な
き
高
度
成
長
の
結
果
生
み
出

さ
れ
た
、
在
来
産
業
と
隔
絶
し
た
技
術
水
準
・
生
産
性
１
１
規
模
を
持
つ
重
化
学
工
業
の
矛
盾
、
一
口
に
云
っ
て
、
高
度
独
占
の
強
蓄

積
と
零
細
農
耕
様
式
と
の
矛
盾
は
、
農
工
不
均
等
発
展
を
極
度
に
押
し
す
す
め
、
他
方
、
世
界
的
農
業
恐
慌
の
内
在
化
に
よ
る
畑
作

生
産
の
崩
壌
と
あ
い
ま
っ
て
、
　
「
農
業
解
体
」
現
象
は
進
行
し
、
目
本
農
業
の
自
主
的
生
産
体
制
は
崩
壌
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
六
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
六
五
〇
）

は
目
本
資
本
主
義
の
構
造
的
過
剰
を
も
た
ら
す
要
因
と
た
り
、
農
業
危
機
は
、
目
本
資
本
主
義
の
危
機
へ
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
を
起
点
と
し
て
農
業
解
体
１
－
農
業
危
機
が
激
し
く
進
行
し
て
い
る
段
階
に
あ
っ
て
は
、
も
は
や
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

間
題
の
研
究
も
、
単
に
現
象
の
あ
と
を
追
い
か
げ
る
こ
と
に
止
め
る
こ
と
は
出
き
な
い
。
農
業
の
再
構
成
と
い
う
課
題
が
設
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
１
）

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
民
経
済
の
総
再
生
産
構
造
の
危
機
止
揚
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
そ
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

逆
に
農
業
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
国
民
経
済
的
た
総
再
生
産
構
造
が
全
体
と
し
て
間
題
に
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
当
然
で
あ
る
が
、

領
域
を
農
業
内
部
に
限
定
す
れ
ば
、
土
地
所
有
形
態
の
再
構
成
と
い
う
課
題
が
中
心
を
な
す
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
農
業
の
立

お
く
れ
の
根
因
は
農
業
に
お
げ
る
土
地
所
有
１
１
地
代
の
法
則
に
１
あ
る
の
で
あ
り
、
農
工
不
均
等
発
展
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
た
め
に
は
、

土
地
所
有
移
態
の
再
構
成
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
さ
し
あ
た
り
、
目
本
農
業
に
お
げ
る
土
地
所
有
移
態
は
、
零
細
私
的
土
地
所
有
１
１
零
細
農
耕
と
い
う
存
在
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
は
一
見
、
こ
の
あ
と
に
く
る
も
の
は
、
近
代
的
大
土
地
所
有
１
１
大
経
営
と
設
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
も

は
や
、
農
業
を
資
本
主
義
的
に
再
構
成
す
る
展
望
を
欠
い
て
い
る
歴
史
的
段
階
に
あ
っ
て
、
そ
の
道
は
、
ご
く
観
念
的
な
調
い
文
句

以
上
の
意
義
は
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
業
の
再
構
成
が
労
農
同
盟
を
主
軸
と
す
る
人
民
の
立
場
に
お
い
て
の
み
設
定
さ
れ
る
と
す

れ
ぱ
、
そ
こ
に
お
げ
る
基
本
的
視
角
は
、
　
「
小
土
地
所
有
の
あ
ら
ゆ
る
批
判
は
、
窮
極
に
お
い
て
は
、
．
農
業
の
制
限
お
よ
び
障
碍
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

し
て
の
所
有
の
批
判
に
帰
着
す
る
。
大
土
地
所
有
の
あ
ら
ゆ
る
反
批
判
も
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
な
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
。
小

土
地
所
有
と
大
土
地
所
有
で
は
、
所
有
制
限
の
形
態
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
「
害
悪
の
こ
れ
ら
の
独
自
的
移
態
に
関
す
る
論
争
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

で
は
、
こ
の
害
悪
の
最
終
原
因
は
忘
れ
ら
れ
る
」
と
い
う
傾
向
も
生
れ
勝
ち
な
の
で
あ
る
。



’

土
地
所
有
形
態
の
再
構
成
に
関
し
て
は
、
一
九
六
七
年
度
、

土
地
制
度
史
学
会
秋
季
学
術
大
会
共
通
論
題
に
お
い
て
、
　
「
土
地
国

４
驚
一
農
民
的
土
地
所
有
．
全
農
民
的
土
地
所
東
全
人
民
的
土
地
所
有
の
全
発
展
系
列
に
お
け
至
地
所
有
の
止
揚
一
と
し
て
提
起
さ

れ
た
。

　
　
「
土
地
因
有
化
」
と
い
う
範
晴
は
、
か
っ
て
の
レ
ー
ニ
ソ
の
提
起
し
た
「
土
地
国
有
」
と
い
う
範
晴
と
異
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ロ
シ
ャ
革
命
の
段
階
で
レ
ー
ニ
ソ
の
提
起
し
た
「
土
地
国
有
」
の
課
題
は
、
農
業
に
１
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
進
化
の
二

つ
の
道
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
お
げ
る
変
革
の
課
題
は
、
封
建
的
な
大
土
地
所
有
の
廃
絶
、
農
業
に
お
げ
る
ブ
ル
ジ
ョ

ァ
的
進
化
の
道
の
徹
底
的
清
掃
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
土
地
国
有
の
内
容
は
、
土
地
の
私
有
制
を
揚
棄
す
る
こ
と
に
よ

り
絶
対
地
代
を
廃
絶
す
る
と
い
う
、
理
論
的
に
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
意
義
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
労
農
同
盟
が
担
う
こ
と

に
よ
っ
て
「
杜
会
主
義
の
第
一
歩
」
た
る
意
義
を
持
っ
た
の
で
あ
る
が
・
…
：
。

　
し
か
し
、
今
目
の
段
階
で
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
発
展
に
お
い
て
、
農
業
を
杜
会
的
生
産
と
し
て
樹
立
す
る
と
い
う
展
望
を
欠
如
し

て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
土
地
国
有
を
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
土
地
国
有
１
１
全
人
民
的
所
有
と
し
て
設
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
レ
ー
ニ
ソ
段
階
と
異
な
り
、
絶
対
地
代
の
止
揚
１
－
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
土
地
国
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
止
ま

ら
ず
、
差
額
地
代
の
止
揚
１
１
全
人
民
的
所
有
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
重
要
と
な
る
。

　
　
（
１
）
　
農
業
の
再
構
成
と
い
う
課
題
提
起
は
、
一
九
六
七
年
度
土
地
制
度
史
学
会
秋
季
学
術
大
会
共
通
論
題
「
農
業
解
体
に
お
げ
る
土
地
所
有

　
　
　
彩
態
の
再
検
討
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
　
（
２
）
　
穴
～
旦
訂
ポ
団
ｏ
．
Ｈ
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
雷

　
（
３
）
内
老
岸
県
望
．
目
．
ｃ
ｏ
．
ｏ
。
雷

　
（
４
）
　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
土
地
所
有
形
態
再
構
成
の
諸
論
点
」
、
『
土
地
制
度
史
学
』
第
三
八
号
所
収
参
照
。
と
く
に
そ
の
な
か
の
、
山
田
盛

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
六
五
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
六
五
二
）

太
郎
「
生
産
力
段
階
と
土
地
所
有
彩
態
１
－
土
地
国
有
の
歴
史
的
必
然
性
　
　
」
、
南
克
己
「
基
本
的
展
望
に
お
げ
る
土
地
国
有
の
位
置
」

参
照
、
ま
た
拙
稿
「
地
代
範
曉
と
土
地
国
有
論
」
『
土
地
制
度
史
学
』
第
四
〇
号
参
照
。

）２（

「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
の
本
質
と
源
泉

　
全
人
民
的
所
有
が
間
題
と
た
る
と
き
、
経
済
的
内
容
と
し
て
は
、
差
額
地
代
の
止
揚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
差
額
地

代
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
原
理
的
に
－
解
明
さ
れ
ね
ぱ
た
ら
た
い
。
こ
こ
で
も
幾
っ
か
の
論
点
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

拙
稿
「
地
代
範
晴
と
土
地
国
有
論
」
に
お
い
て
か
っ
て
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
論
点
中
、
最
も
重
要
た
も
の
は
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
の
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
旧
稿
で
は
、

ご
く
簡
単
に
し
か
ふ
れ
得
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
、
い
ま
少
し
く
立
入
っ
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

が
国
に
お
げ
る
地
代
論
論
争
に
お
い
て
論
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
ふ
れ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、

旧
稿
で
展
開
し
た
見
地
を
若
干
、
ふ
え
ん
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
に
か
ん
す
る
論
点
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
小
稿
で
は
、
市
場
価
値
法
則
理
解
と
の
関
連
、
及
び
源
泉
問
題
の

二
点
に
し
ぽ
り
、
と
く
に
再
生
産
論
へ
の
関
連
に
お
い
て
後
者
に
重
点
を
お
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
（
イ
）
　
市
場
価
値
法
則
に
つ
い
で

　
先
づ
順
序
と
し
て
前
者
の
間
題
か
ら
検
討
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
井
上
晴
丸
「
マ
ル
ク
ス
地
代
論
の
理
論
的

驚
一
が
・
き
わ
め
て
明
快
な
解
嬰
行
っ
て
い
る
。
そ
の
論
文
に
学
び
っ
っ
、
論
点
に
っ
い
て
の
理
解
を
確
か
言
ぎ
た
い
と

思
う
。



　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
が
、
市
場
苅
値
法
則
の
貫
徹
か
ら
生
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
メ
の
次
の
叙
述
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
「
こ
れ
こ
そ
は
、
市
場
価
値
　
　
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
、
競
争
を
媒
介
と
し
て
自
ら
を
貫
徹
す

る
市
場
価
値
　
　
に
ょ
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
観
定
は
あ
る
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
（
¢
旨
茎
乙
り
｝
睾
Ｃ
。
◎
§
－
雪
老
彗
け
）
を
生
み
出
す
。

こ
の
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
は
、
土
地
生
産
物
を
支
配
す
る
市
場
価
値
の
法
則
か
ら
発
生
す
る
。
生
産
物
、
し
た
が
っ
て
ま
た
土
地
生

産
物
の
市
場
価
直
の
規
定
は
、
土
地
と
そ
の
豊
饒
度
の
差
等
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
く
、
必
然
性
を
も
っ
て
生
産
物
の
交
換
価
値
に

も
と
づ
く
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
杜
会
的
行
為
　
　
杜
会
的
に
。
意
識
さ
れ
ず
、
意
図
さ
れ
な
い
で
行
わ
れ
る
行
為
だ
と
は
い
え
　
　
で

（
４
）

あ
る
。
」

　
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
が
市
場
価
直
の
法
則
か
ら
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

間
題
は
、
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
が
市
場
価
値
の
法
則
の
「
偏
碕
」
か
ら
発
生
す
る
と
い
う
よ
う
な
見
解
も
あ
る
の
で
重
要
と
思
わ
れ

る
。　

こ
の
問
題
を
考
え
て
ゆ
く
上
に
、
出
発
点
に
お
い
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
に
お
い
て
は
、
商
品
の
価
値
観

定
は
直
接
的
に
妥
当
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
価
値
は
価
格
の
運
動
を
媒
介
に
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ぱ
あ
い
、
価
格
の
価

値
か
ら
の
背
離
の
可
能
性
が
存
す
る
が
「
こ
の
こ
と
は
価
格
形
態
の
欠
陥
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
に
価
格
形
態
を
一
の
生
産
様

式
　
　
そ
こ
で
の
観
律
が
、
盲
目
的
に
作
用
す
る
無
規
律
性
の
平
均
法
則
と
し
て
の
み
自
ら
を
貫
徹
し
う
る
よ
う
な
一
の
生
産
様
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
　
に
適
当
な
形
態
た
ら
し
め
る
。
」

　
商
品
の
杜
会
的
価
値
は
、
市
場
価
値
・
市
場
価
格
・
生
産
価
格
を
媒
介
に
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
こ
で
間
題
は
二
つ
あ
ろ
う
。
一
っ

は
、
価
格
運
動
を
媒
介
に
し
て
価
値
規
定
の
貫
徹
す
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
如
何
と
い
う
こ
と
、
二
っ
は
、
そ
こ
で
、
杜
会
的
価
値
が
価
格

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
六
五
三
）
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に
一
致
す
る
条
件
如
何
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
前
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
三
つ
の
局
面
を
包
。
含
し
て
い
る
。
第
一
に
は
、
同
一
生
産
部
門
内
都
の
同
一
種
類
の
諸
商
品

の
生
蕗
春
わ
汐
小
跡
小
齢
争
を
通
じ
て
相
異
な
る
個
別
的
諸
価
値
が
一
っ
の
市
勢
伍
低
に
均
等
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
同
時
に
・
こ
の
一
生
産
部
門
で
生
産
さ
れ
た
脊
ホ
昏
が
杜
会
的
欲
望
を
充
た
す
と
い
う
こ
と
が
た
げ
れ
ほ
な
ら
た
い
。
　
「
一
方
で

は
、
あ
る
杜
会
的
財
貨
に
費
さ
れ
る
杜
会
的
労
働
の
総
量
、
す
な
わ
ち
、
杜
会
が
総
労
働
力
の
う
ち
こ
の
財
貨
の
生
産
に
費
す
可
除

部
分
、
か
く
し
て
、
こ
の
財
貨
の
生
産
が
総
生
産
中
で
占
め
る
範
囲
と
、
他
方
で
は
、
杜
会
が
こ
の
一
定
の
財
貨
に
よ
っ
て
充
た
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

れ
る
欲
望
の
充
足
が
要
求
し
て
い
る
範
囲
と
の
問
に
は
、
必
然
的
な
関
連
は
な
く
、
た
だ
偶
然
的
た
関
連
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
」
か

く
て
「
一
商
品
が
そ
の
市
場
価
値
で
　
　
す
な
わ
ち
そ
の
商
品
に
含
ま
れ
る
杜
会
的
必
要
労
働
に
比
例
し
て
　
　
販
売
さ
れ
る
た
め

に
は
、
こ
の
商
品
種
類
の
総
量
に
費
さ
れ
る
杜
会
的
労
働
の
総
量
が
、
こ
の
商
品
に
対
す
る
杜
会
的
欲
望
す
な
わ
ち
支
払
能
力
あ
る

杜
会
的
欲
望
の
量
に
照
応
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
競
争
は
、
す
な
わ
ち
市
場
価
格
の
動
揺
　
　
こ
れ
は
需
要
供
給
の
比
率
の
動
揺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

照
応
す
る
　
　
は
、
た
え
ず
、
各
商
品
種
類
に
費
さ
れ
る
労
働
の
総
量
を
右
の
程
度
に
１
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
か
く
て
、
商
品
の

腎
罫
と
除
除
と
の
関
係
、
降
罫
春
と
跡
帝
春
、
全
あ
春
、
浄
罫
春
（
生
産
的
消
費
と
個
人
的
消
費
）
と
の
集
合
力
と
し
て
の
競
争
の
関
係

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
お
い
て
、
市
場
価
格
は
、
市
場
価
値
に
均
等
化
さ
れ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
局
面
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
需
要
供
給
は
資
本
制
杜
会
に
お
い
て
は
、
資
本
家
相
互
問
の
関
係
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
理
解
の
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

「
資
本
制
生
産
過
程
の
総
姿
容
へ
の
洞
見
を
必
要
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
」
少
く
と
も
、
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
商
品
移
態
で
流
通

に
投
入
れ
ら
れ
た
価
値
量
の
代
り
に
、
他
の
彬
態
で
同
等
の
価
値
量
を
引
出
す
こ
と
の
み
で
な
く
、
生
産
に
。
投
下
さ
れ
た
資
本
に
対

し
、
同
一
の
剰
余
価
値
、
ま
た
は
利
潤
を
引
出
す
こ
と
が
間
題
で
あ
る
。
か
く
て
、
資
本
の
部
門
間
の
移
動
に
よ
り
「
種
々
の
生
産

’

、



部
面
に
お
げ
る
平
均
利
潤
が
同
一
に
な
る
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て
諸
価
値
が
諸
生
産
価
格
に
転
化
す
る
よ
う
な
、
需
要
供
給
面
の
比

　
　
　
（
１
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、

率
が
生
じ
る
」
か
く
て
、
市
場
価
格
を
媒
介
し
て
、
相
異
な
る
諾
部
面
に
お
げ
る
諸
資
本
の
競
争
は
市
場
生
産
価
格
を
っ
く
り
出
す

の
で
あ
る
。
こ
れ
価
格
運
動
の
第
三
の
局
面
で
あ
り
、
都
門
内
競
争
よ
り
も
、
資
本
制
生
産
様
式
の
一
そ
う
高
度
な
発
展
を
条
件
と

し
て
い
る
。

　
以
上
、
三
つ
の
局
面
の
価
格
運
動
・
競
争
が
、
価
値
の
価
格
と
し
て
の
現
象
形
態
を
発
現
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
三
者
は
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
へ
ん
の
こ
ま
か
な
考
察
は
、
こ
こ
で
は
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
。
市
場
価

値
法
則
と
い
う
ぼ
あ
い
、
こ
の
三
局
面
、
個
別
的
価
値
の
市
場
価
値
へ
の
均
等
化
、
市
場
価
格
の
市
場
価
値
へ
の
均
等
化
、
個
別
的

利
潤
率
の
平
均
利
潤
率
へ
の
均
等
化
と
い
う
運
動
を
通
じ
て
、
無
規
律
の
中
に
規
律
（
価
値
規
定
）
を
貫
ぬ
い
て
ゆ
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

さ
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
第
二
の
間
題
に
移
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
価
値
と
価
格
と
の
一
致
す
る
条
件
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
価

値
観
定
が
直
接
的
に
妥
当
（
こ
れ
は
「
生
産
が
杜
会
の
現
実
の
予
定
的
統
制
下
」
に
あ
る
ば
あ
い
に
の
み
実
現
さ
れ
え
よ
う
。
）
せ
ず
、
「
た
え
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

る
不
均
等
の
た
え
ざ
る
均
等
化
」
に
ょ
っ
て
の
み
実
現
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
条
件
で
は
あ
り
得
な
い
。
価
値
規
定
は
、
資
本

制
杜
会
に
お
い
て
は
、
総
価
値
１
１
総
生
産
価
格
、
総
剰
余
価
値
１
１
総
利
潤
と
い
う
総
量
に
お
げ
る
一
致
、
分
配
の
絶
対
的
限
界
の
設

定
に
お
い
て
貫
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
単
位
商
品
価
値
と
単
位
商
品
価
格
と
の
一
致
に
お
い
て
貫
ぬ
く
た
め
に
は
、
均

等
化
す
な
わ
ち
、
競
争
の
条
件
に
障
碍
な
く
、
平
均
法
則
が
貫
ぬ
く
外
な
い
こ
と
自
明
の
理
で
あ
る
。
一
口
に
い
え
ば
、
自
由
競
争

の
諸
条
件
の
成
熟
及
び
、
そ
の
障
碍
条
件
と
し
て
の
独
占
の
排
除
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
商
品
の
価
値
と
価
格
と
の
一
致
の
た
め
に
は
「
い
相
異
な
る
諸
商
品
の
交
換
が
純
粋
に
偶
然
的
な
も
の
、
ま
た
は
た
だ
臨
時
的
た

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
六
五
五
）



　
　
　
立
命
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学
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一
〇
〇
　
（
六
五
六
）

も
の
で
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
ｏ
…
…
商
品
が
双
方
で
ほ
ぽ
相
互
的
欲
望
に
照
応
す
る
比
率
的
分
量
で
生
産
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
、
臼
販
売
に
っ
い
て
語
る
か
ぎ
り
で
は
、
契
約
当
事
者
の
一
方
を
し
て
価
直
以
上
に
売
る
こ
と
を
得
し
め
た
り
価
値
以
下
に
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

と
ば
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
自
然
的
ま
た
は
人
為
的
な
独
占
の
存
し
な
い
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
。
生
産
価
格

に
つ
い
て
云
う
た
め
に
は
、
資
本
・
労
働
の
部
門
間
移
動
の
迅
速
性
と
い
う
諸
条
件
が
更
に
付
け
加
え
ら
れ
ね
ぱ
た
ら
な
い
が
、
こ

こ
で
は
省
略
す
る
。

　
こ
こ
ま
で
論
じ
て
く
れ
ば
、
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
理
解
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
土
地
生
産
に
お
い
て
は
、
土
地
は
有
限
で
あ
り
、

豊
度
、
位
置
等
に
不
等
性
が
あ
る
の
で
経
営
の
対
象
と
し
て
の
土
地
の
独
占
が
存
す
る
。
こ
の
条
件
の
下
に
お
い
て
、
市
場
価
値
法

則
が
貫
ぬ
く
な
ら
ば
　
　
市
場
価
直
法
則
以
外
に
資
本
主
義
は
価
値
法
則
を
貫
ぬ
く
手
段
を
持
た
な
い
　
　
資
本
に
よ
っ
て
産
出
し

う
る
一
般
的
生
産
諸
条
件
の
均
等
化
で
の
生
産
価
格
の
移
成
は
行
わ
れ
得
、
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
提
に
な
る
が
、
資
本
に
よ
っ

て
産
出
さ
れ
な
い
独
占
さ
れ
た
生
産
諾
条
件
１
１
土
地
の
自
然
力
は
均
等
化
に
参
加
し
え
た
い
。
そ
れ
故
土
地
条
件
を
計
算
に
入
れ
た

個
別
的
価
値
は
、
大
量
平
均
的
土
地
条
件
の
市
場
価
値
に
均
等
化
さ
れ
得
な
い
。
他
方
、
土
地
独
占
の
条
件
下
、
農
業
で
は
、
優
良

地
の
み
で
は
杜
会
的
欲
望
を
充
足
で
き
ず
、
最
劣
等
地
の
生
産
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
局
面
で
も
、
市
場
価
格
が
、
平
均

的
土
地
条
件
の
市
場
価
値
へ
、
均
等
化
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、
両
局
面
を
通
じ
て
、
競
争
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価

格
に
均
等
化
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
生
産
物
量
の
市
場
価
値
は
つ
ね
に
総
生
産
価
格
を
超
え
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
、
農
産
物
は
土
地
生
産
物
に
費
さ
れ
た

現
実
的
労
働
時
間
以
上
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
価
値
の
実
体
的
基
礎
と
し
て
の
労
働
を
欠
如
せ
る
市
場
価
値

・
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
の
は
、
商
品
の
価
格
運
動
（
競
争
を
媒
介
と
し
て
）
に
お
い
て
の
み
価



値
法
則
が
貫
ぬ
く
と
い
う
資
本
制
杜
会
に
お
い
て
は
己
む
を
得
な
い
、
必
然
的
な
現
象
な
の
で
あ
る
。

　
前
掲
井
上
論
文
は
、
地
代
論
展
開
の
前
提
諸
法
則
の
論
理
次
元
を
明
確
に
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
　
「
反
当
に
平
均
的

に
充
用
さ
れ
る
資
本
の
分
量
を
す
べ
て
一
定
と
し
た
差
額
地
代
の
基
礎
的
範
式
と
し
て
は
、
資
本
の
生
産
物
た
る
限
り
で
の
生
産
条

件
の
改
良
競
争
が
土
地
の
ラ
ソ
ク
の
違
い
を
超
え
て
あ
ら
ゆ
る
土
地
で
の
諸
個
別
資
本
に
標
準
化
し
た
状
態
か
ら
出
発
す
る
。
こ
の

標
準
化
し
た
状
態
と
は
、
現
存
す
る
隈
り
で
の
最
劣
等
ラ
ソ
ク
の
土
地
で
、
農
産
物
を
そ
の
生
産
価
格
で
製
造
し
得
る
に
必
要
な
資

本
の
一
定
量
が
も
っ
生
産
条
件
（
資
本
に
起
因
す
る
生
産
条
件
）
に
標
準
化
し
た
状
態
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
標
準
化
が
免
駄
跡
に
進
行

　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
た
あ
げ
く
に
、
こ
の
現
存
の
時
点
で
の
自
然
的
豊
度
の
差
な
ど
が
現
わ
れ
る
が
ゆ
え
に
の
み
、
ま
っ
た
く
こ
の
差
た
ど
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

い
て
…
－
（
中
略
）
…
…
－
超
過
利
潤
を
派
生
す
る
。
」

　
こ
こ
に
明
か
な
如
く
い
差
額
地
代
は
、
　
「
同
一
資
本
、
同
一
労
働
の
投
下
」
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
り
、
労
働
が
強
め
ら
れ
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
　
「
資
本
制
杜
会
形
態
が
止
揚
さ
れ
て
杜
会
が
意
識
的
か
つ
計
画
的
た
組
合
と
し
て
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

さ
れ
る
と
考
え
て
み
れ
ぼ
」
差
額
地
代
は
止
揚
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
全
人
民
的
所
有
範
醇
が
成
立
す
る
の
で
あ

る
。　

（
口
）
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
の
源
泉

　
さ
て
、
こ
の
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
源
泉
は
、
ど
う
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
「
消
費
者
と
し
て
考

察
さ
れ
た
杜
会
が
土
地
生
産
物
に
対
し
て
余
り
に
多
く
支
払
う
も
の
　
　
こ
れ
は
土
地
生
産
（
物
）
で
の
杜
会
の
労
働
時
問
の
実
現
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

マ
ィ
ナ
ス
を
な
す
　
　
カ
　
い
ま
や
、
杜
会
の
一
部
分
た
る
土
地
所
有
者
た
ち
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
を
な
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
「
消
費
者
と
し
て
考
察
さ
れ
た
杜
会
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
に
関
連
し
て
三
位
一
体
的
範
式
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
・

　
　
　
再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
六
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
六
五
八
）

「
資
本
に
よ
る
剰
余
価
値
ま
た
は
剰
余
生
産
物
の
こ
の
取
得
お
よ
び
分
配
は
、
土
地
所
有
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
機
能
資
本

家
が
労
働
者
か
ら
剰
余
労
働
を
　
　
し
た
が
っ
て
ま
た
利
潤
の
捗
態
の
も
と
で
剰
余
価
値
お
よ
び
剰
余
生
産
物
を
　
　
汲
み
出
す
と

同
様
に
、
土
地
所
有
者
は
ふ
た
た
び
資
本
家
か
ら
、
、
地
代
の
彬
態
の
も
と
で
、
以
前
に
展
開
さ
れ
た
諾
法
則
に
し
た
が
い
、
こ
の
剰

余
価
値
ま
た
は
剰
余
生
産
物
の
一
部
分
を
汲
み
出
す
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
吾
々
が
こ
こ
で
剰
余
価
直
の
う
ち
資
本
に
帰
属
す
る

分
前
と
し
て
の
利
潤
に
つ
い
て
語
る
ば
あ
い
に
は
、
吾
々
は
総
利
潤
（
そ
の
分
量
に
お
い
て
は
総
剰
余
価
値
と
同
一
）
か
ら
の
地
代
の
控
除

に
よ
っ
て
す
で
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
平
均
利
潤
（
す
た
わ
ち
企
業
者
利
得
プ
ラ
ス
利
子
）
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
地
代
の

控
除
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
資
本
利
潤
（
企
業
者
利
得
フ
ラ
ス
利
子
）
と
地
代
と
は
剰
余
価
値
の
席
殊
的
な
二
成

分
、
剰
余
価
値
が
、
資
本
に
帰
属
す
る
か
、
土
地
所
有
に
帰
属
す
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
二
つ
の
範
曉
、
二
つ
の
項
目
、

と
い
っ
て
も
そ
の
本
質
に
お
い
て
は
何
ら
の
相
異
も
た
い
　
　
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
二
つ
を
合
計
す
れ
ば
杜
会
的
剰
余

　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

価
値
の
総
和
を
な
す
」
農
産
物
の
消
費
移
態
は
、
資
本
家
の
生
産
的
消
費
、
及
び
個
人
的
消
費
、
労
働
者
の
個
人
的
消
費
等
で
あ
る

が
、
生
産
的
消
費
、
労
働
者
の
個
人
的
消
費
が
価
値
ど
お
り
に
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
差
額
地
代
の
虫
担
は
、
杜
会
的
剰
余

価
値
の
総
体
が
担
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
源
泉
に
つ
い
て
、
か
っ
て
、
白
川
清
は
、
　
「
再
生
産
表
式
的
解
明
」
を
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
解
明
の
基
本

視
角
そ
れ
自
体
に
も
間
題
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
前
提
さ
れ
て
い
る
条
件
に
し
た
が
っ
て
の
解
明
に
お
い
て
、
か
な
り
重
要

な
疑
問
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
検
討
を
試
み
た
い
。
第
四
表
の
出
発
表
に
お
い
て
、
農
業
は
、
第
皿
部
門
に
、
食
糧
生
産
と
し
て
設

定
し
、
そ
の
農
産
物
は
、
杜
会
的
労
働
時
間
１
１
価
値
と
し
て
は
、
二
一
〇
〇
で
あ
る
が
、
限
界
原
理
に
よ
る
価
格
形
成
の
た
め
一
八

○
○
と
い
う
市
場
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
如
何
な
る
流
通
経
賂
を
経
て
、
如
何
た
る
範
曉
の
負
担
に
な
る
か
を
考



表明解的式表産生再の泉源代地額差るよに清Ｈ削表四第
表発出

額
（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ

０
０
０
０
０
０

（
）
８

値
　
総
価

（
Ｏ
（
Ｚ
　
，
ユ

６
，
９

場
ｉ
ｕ

’
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
■
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
…
１
　
　
　
　
　
　
　
　
…
，

市
易
Ｏ
０
１
上
　
１
■

Ｏ
Ｏ
（
）
１
↓
１
■
　
１
↓

個

産
量

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

８

＾
Ｏ
ｎ
６

６

’
Ｏ
　
ユ

１
↓
Ｏ
リ

生
物

額

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
（
）

Ｏ

Ｏ

（
）
（
ｕ

Ｏ

（
）
８

６
６
０
　
’

　
総
成

９

１
■

Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）

Ｏ
Ｏ
（
）

構
Ｍ

０
３
，
１

ユ
Ｏ
０
１
■
１
■
０
５
，

１

１
１

値
　
Ｖ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
（
）

Ｏ

Ｏ

（
）
３
，
１

（
）
０
１
■
１
■

０
５
，

１

価

１（
）
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
Ｏ
ｎ
ｖ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｃ

ｎ
）
２

，

，

４
４
０
　
，

’
４
ユ

６

ヨ
Ｆ

地
地
計

部

隷
麟壁
（
■
‘
、

業

（
ａ
ｂ
｛

産

１

皿

合

再
生
産
論
と
地
代
論
（
保
志
）

表果結

ＯＯ０６冒Ｍ
０
０８＋ＶＯ０２Ｌ＋ＣＯＯ０４１

Ｏ０８ユ昌Ｍ
４
０２＋ｙ０

３
６＋ＣＯ０２，１

レ
Ｏ０２１雷Ｍ

６
０１＋Ｖ０

２
４

↓
－

Ｃ００８

Ｈ
ＯＯ○孔＝Ｍ

０
０ノー十ＹＯ０８Ｌ＋ＣＯＯＯ

，６計合

◎５８ユ，０
１
８皿叫

９
６１房書水の茶お』代地止貝法値価『清

１
１

１白）考備（

察
し
、
そ
の
終
結
と
し
て
結
果
表
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
流
通
経

路
で
の
こ
ま
か
な
説
明
に
お
い
て
も
、
不
明
確
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
省
略
し
、
要
点
に
の
み
ふ
れ
よ
う
。
結
果
表
で
の
注
目
す
べ

き
点
は
、
第
－
部
門
の
出
発
点
に
お
げ
る
一
〇
〇
〇
Ｖ
が
結
果
表

で
は
一
二
〇
〇
Ｖ
と
た
り
、
し
た
が
っ
て
、
Ｍ
一
〇
〇
〇
が
八
○

○
に
減
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
第
－
部
門
の
Ｖ
が

価
値
ど
お
り
補
填
さ
れ
る
た
め
に
は
、
二
〇
〇
分
不
足
す
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
剰
余
価
値
か
ら
控
除
す
る
こ
と
で
補
う
か
ら
で
あ

る
。
か
く
て
「
各
生
産
部
門
と
も
不
変
資
本
部
分
は
等
し
い
。
可

変
資
本
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
部
門
と
も
二
〇
劣
づ
つ
増
大
し
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
労
働
者
の
消
費

す
る
食
糧
の
価
格
に
差
額
地
代
部
分
が
加
わ
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
か
く
し
て
投
下
資
本
総
額
は
七
五
〇
〇
で
な
く
、
七
、
八
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

０
と
な
る
。
…
…
平
均
利
潤
率
は
二
〇
％
か
ら
一
五
／
１
％
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

低
下
す
る
。
い
ま
や
差
額
地
代
は
消
費
者
と
し
て
み
た
総
杜
会
が

負
担
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
平
均
利
潤
率
が
低
下
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

う
全
意
義
が
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
解
明
さ
れ
た
と
考
え
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
六
五
九
）



泉源の
＞
代
表
地額
発
差
表
出
五
く
第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

ＯＯ０６３０００Ｌ＋ＶＯ
ｏ
ｏ

１
，

十Ｃ
ｏ
ｏ”４）段手産生（１

ＯＯ○み
－
－Ｍ

０
０５＋ＶＯ０５＋Ｃ

ｏ
ｏ”２値価

０５７３５Ｍ
２
５６＋ｙ

２
５６＋ＣＯ０５ム値価場

市
※

｛
）糧食（皿

孔す定仮
と倍

２
５１の問時働労的実現呂値価※

＞表果結＜

ＯＯＯ～＝
Ｐ
到
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
６
厚
｛
Ｍ
０
０川１＋ＶＯＯ０１＋ＣＯＯＯ

’４

ＯＯ０３３
Ｐ
司
Ｏ
０
０
０

儂
Ｍ
０
０５＋ＶＯ０５＋ＣＯＯ０２

）段手産生（１

）糧食（皿

側地額差冒
Ｒ０

２
０＋ＲＯ０４〔

果
Ｍ
は
七
五
〇
と
な
る
が
、
こ
れ
で
え
ら
れ
る
食
糧
は
六
〇
〇
に
す
ぎ
な
い
。

、果
に
お
い
て
得
ら
れ
る
も
Ｌ
の
は
、
１
（
Ｖ
＋
Ｍ
）
と
し
て
は
一
六
〇
〇
の
食
糧
に
す
ぎ
ず
、
価
値
的
・
素
材
的
に
そ
れ
だ
げ
が
補
填
さ

れ
る
。
し
か
る
に
、
本
来
価
値
量
と
し
て
は
１
（
Ｖ
＋
Ｍ
）
で
は
二
〇
〇
〇
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
差
四
〇
〇
と
い
う

杜
会
的
労
働
時
問
量
は
、
市
場
価
値
で
の
交
換
を
媒
介
に
し
て
地
代
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
四
〇
〇
Ｒ
に
相
当
す
る

も
の
と
し
て
ー
Ｃ
の
と
こ
ろ
に
、
四
〇
〇
と
い
う
食
糧
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
土
地
所
有
者
の
手
に
渡
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
六
六
〇
）

　
だ
が
、
こ
の
表
式
的
解
明
の
最
大
の
欠
陥
は
結
果
表
に
お
い
て
、
地
代
が

剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ず
、
表
式
１
１
総
価
値
の
枠
外
に
出
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
価
値
法
則
を
侵
害
す
る
こ
と
に
た

っ
て
し
ま
う
。

　
同
じ
次
元
に
お
い
て
、
表
式
的
解
明
を
行
う
と
す
れ
ば
、
出
発
表
と
結
果

表
は
、
第
五
表
の
ご
と
く
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
た
い
か
。
出
発
表
に

お
げ
る
前
提
は
、
第
皿
部
門
を
全
部
食
糧
部
門
と
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
食
糧
部
門
の
市
場
価
直
は
現
実
的
労
働
時
間
の
一
、
二
五
倍
と
仮
定
す

る
。
こ
ひ
し
う
に
設
定
し
た
ば
あ
い
問
題
は
、
１
（
Ｖ
＋
Ｍ
）
と
皿
Ｃ
と
の
間

の
交
換
関
係
で
あ
る
。
一
〇
〇
〇
Ｖ
で
は
、
食
糧
（
価
値
・
素
材
）
八
○
○
し

か
得
ら
れ
ぬ
、
一
〇
〇
〇
を
得
呑
た
め
に
は
一
二
五
〇
が
必
要
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
Ｍ
か
ら
二
五
〇
を
得
て
、
二
一
五
〇
Ｖ
と
し
て
補
填
す
る
。
こ
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
て
、
１
（
Ｖ
＋
Ｍ
）
と
ー
Ｃ
と
の
関
係
で
は
、
結



価
値
．
素
材
の
補
填
．
再
生
産
の
視
点
に
立
っ
て
、
現
実
的
労
働
時
問
量
に
還
元
し
た
見
地
か
ら
第
一
部
門
の
結
果
を
み
れ
ぼ
、
四

〇
〇
〇
Ｃ
＋
一
〇
〇
〇
Ｖ
＋
一
〇
〇
〇
Ｍ
（
六
〇
〇
Ｐ
＋
四
〇
〇
Ｒ
）
と
い
う
構
成
と
な
る
の
で
あ
る
。
皿
Ｃ
の
生
産
手
段
と
し
て
の
補

填
は
こ
の
ば
あ
い
完
全
に
行
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
第
二
部
門
一
食
糧
一
の
五
〇
〇
Ｖ
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
に
よ
一
て
得
ら
れ
る
食
糧
は
四
〇
〇
で
し
か
な
い
・
五
〇
〇
の

補
填
の
た
池
に
は
、
六
二
五
が
必
要
で
あ
り
、
一
二
五
を
Ｍ
か
ら
得
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
結
果
Ｍ
は
、
三
七
五
と
な
る
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
Ｍ
が
得
ら
れ
る
食
糧
は
三
〇
〇
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
、
皿
（
Ｖ
＋
Ｍ
）
は
、
価
値
的
・
素
材
的
に
補
填
し
う
る
の
は
・

一
〇
〇
〇
の
中
八
○
○
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
現
実
的
労
働
時
問
量
・
素
材
は
一
〇
〇
〇
で
あ
り
、
二
〇
〇
と
い
う
食
糧
部
分
が
・

市
場
価
値
法
則
を
媒
介
に
し
て
土
地
所
有
者
の
手
に
渡
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
１
（
食
糧
部
門
）
の
構
成
は
、
二
〇
〇
〇
Ｃ
＋
五
〇

〇
Ｖ
＋
五
〇
〇
Ｍ
（
三
〇
〇
Ｐ
＋
二
〇
〇
Ｒ
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
差
額
地
代
は
か
く
て
、
１
部
門
、
１
部
門
を
通
じ
総
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
て
平
均

利
潤
は
、
二
〇
％
か
ら
二
一
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ば
あ
い
、
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
内
容
を
な
す
市
場
価
値
と
価

値
の
差
額
は
七
五
〇
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
現
実
的
労
働
時
問
量
は
六
〇
〇
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
ぎ
た
い
・

　
な
お
、
小
稿
の
結
果
表
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
表
』
と
念
の
た
め
照
合
す
る
な
ら
ば
、
第
六
表
に
み
る
ご
と
く
で
あ
っ

て
、
地
代
は
、
杜
会
的
総
価
値
の
枠
外
に
出
る
の
で
は
た
く
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
白
川
表
の
根
本
的
欠
陥
は
、
再
生
産
表
式
の
展
開
を
価
値
の
次
元
で
の
再
生
産
（
１
１
価
値
・
素
材
の
補
填
）
の
見
地
か
ら
行
わ
ず
・
現

実
資
本
の
構
成
変
化
と
い
う
次
元
の
違
う
見
地
か
ら
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｖ
部
分
を
増
価
せ
し
め

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
素
材
Ｈ
労
働
支
出
量
か
ら
い
っ
て
何
ら
変
化
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
技
術
構
成
に

　
　
　
再
生
産
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代
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保
志
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一
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姓
一

禁

刷

燃
甜

金
ま
０
壬
０

動
ユ
　
！

。
■
　
　
！
斗

労
　
　
　
，
＊

　
　
資

　
　
活

　
　
生

　
　
工

！

物産生
　
　
＼
典

　
・
い
些
ぎ
物

伽
４
々

本資変不
００２００１００４

賃動列

ら
ノ

！

’

１
３
３苧

砧
本資変不 　

　
生

　
　
再

１
３
　
　
総

３
１
３
　
　
皿

１
３
３３５

物産生
．

１
３－
３３６１

碧矛金賃

－
皿
副

労本

－
演
変不 ２

．
３６

１６４
．

１
一
３

３
２
３

上
３３

３９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
六
六
二
）

変
化
が
た
い
の
で
あ
っ
て
、
有
機
的
構
成
は
同
一
で
た
げ

れ
ば
な
ら
た
い
。

　
な
お
、
関
連
し
て
二
、
三
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
－
、
小
稿
で
の
抽
象
化
せ
る
表
式
に
お
い
て
は
、

第
皿
部
門
を
全
部
食
糧
生
産
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、
当
然

第
－
部
門
は
、
農
業
と
そ
れ
以
外
の
生
活
必
要
品
部
門
と

に
わ
げ
て
考
察
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
敢
て
、
こ
こ
に
示
す
こ
と
も
な
い
で
あ

ろ
う
。
又
、
農
業
は
、
第
－
部
門
に
も
、
原
料
生
産
と
し

て
存
在
す
る
。
そ
の
ば
あ
い
に
は
、
第
－
都
門
の
Ｃ
の
生
産
的
消
費
、
及
び
第
皿
部
門
の
Ｃ
の
生
産
的
消
費
が
よ
り
高
く
支
払
う
こ

と
を
媒
介
に
し
て
、
Ｍ
の
負
担
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
第
二
に
、
こ
こ
で
は
、
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
の
負
担
、
そ
れ
を
よ
り
多
く
支
払
う
も
の
と
し
て
杜
会
の
総
剰
余
価
値
に
帰
着
せ
し

め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
Ｍ
の
蓄
積
の
阻
害
を
結
果
す
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
現
実
的
に
は
、
労
働
力
は
価
値
ど
お

り
支
払
わ
れ
る
よ
り
も
、
こ
う
し
た
事
態
に
お
い
て
は
、
労
働
力
の
負
担
に
帰
着
せ
し
め
ら
れ
る
傾
向
が
よ
り
強
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
杜
会
の
消
費
制
限
を
よ
り
強
め
る
こ
と
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
表
式
的
解
明
で
は
、
価
値
と
市
場
価
値
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
が
、
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
に
帰
す
る
こ
と
を
論
じ
た
の

で
あ
る
が
・
し
か
し
、
こ
の
ぱ
あ
い
の
価
格
は
、
市
場
価
値
で
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
独
占
価
格
で
は
な
い
。
　
「
諸
生
産
価
格
へ
の
諸
商

、
　
　
一



品
価
値
の
均
等
化
が
何
ら
の
障
碍
に
も
出
あ
わ
せ
な
い
な
ら
ぱ
、
地
代
は
差
額
地
代
に
帰
着
す
る
。
す
な
わ
ち
地
代
は
、
調
整
的
な

生
産
価
格
が
一
部
の
資
本
家
た
ち
に
与
え
る
は
ず
の
、
そ
し
て
今
や
土
地
所
有
者
に
ょ
っ
て
取
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
超
過
諸
利
潤

の
均
等
化
に
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
場
合
、
地
代
は
、
一
般
的
利
潤
率
に
よ
る
生
産
諾
価
格
の
調
整
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

個
別
的
諾
利
潤
率
の
背
離
の
う
ち
に
、
そ
の
挽
定
さ
れ
た
価
値
限
界
を
有
す
る
。
」
す
次
わ
ち
、
市
場
価
値
が
最
劣
等
地
の
生
産
価
格

に
均
等
化
さ
れ
て
い
る
上
で
の
個
別
的
利
潤
率
の
背
離
が
差
額
地
代
で
あ
る
。
そ
れ
故
そ
れ
は
短
期
的
に
変
動
す
る
市
場
価
格
と
は

異
な
り
、
長
期
的
に
そ
こ
に
標
準
化
す
る
市
場
価
値
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
、
農
業
生
産
力
の
一
定
段
階
に
お
い
て
傾
向
的
に

固
定
し
っ
つ
、
一
般
的
に
農
業
資
本
投
下
の
増
大
、
農
業
生
産
力
段
階
の
上
昇
と
共
に
１
、
益
々
巨
額
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
、
差
額
地

代
二
形
態
で
展
開
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
地
代
が
入
り
こ
ん
で
の
、
再
生
産
構
造
の
変
動
を
見
極
め
る
こ
と

が
、
表
式
的
解
明
に
お
い
て
重
要
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
先
に
展
開
し
た
表
式
的
解
明
の
結
果
表
が
、
む
し
ろ
こ
こ
で
は
出
発
点
に

お
か
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
を
理
解
す
る
の
に
は
、
む
し
ろ
、
第
七
表
に
み
る
よ
う
な
、
必
需
品
と
著
移
品
と
に
細
分
し
た
転
化
式
が
役
立
つ
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
単
純
再
生
産
を
前
提
と
し
て
、
Ｍ
の
内
部
の
平
均
利
潤
も
、
地
代
を
全
額
個
人
的
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
と
前
提

す
る
限
り
は
事
態
は
変
り
が
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
差
額
地
代
の
増
大
が
、
平
均
利
潤
を
低
下
せ
し
め
、
剰
余
価
値
中
、
蓄
積
に
あ
て

ら
れ
る
べ
き
部
分
を
減
ぜ
し
め
る
の
が
現
実
の
事
態
で
あ
る
。
増
大
す
る
差
額
地
代
部
分
は
、
基
本
的
に
は
、
個
人
的
消
費
に
あ
て

ら
れ
、
そ
れ
は
、
生
活
必
需
品
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
著
移
品
生
産
を
増
大
せ
し
め
る
と
想
定
さ
れ
る
。
第
七
表
に
お
い
て
著
修
品
生

産
に
細
分
し
て
の
転
化
式
を
み
る
に
、
全
杜
会
の
剰
余
価
値
六
〇
〇
（
こ
れ
は
こ
の
ば
あ
い
地
代
と
よ
み
か
え
て
も
よ
い
）
を
引
あ
て
に
、

第
皿
部
門
に
四
〇
〇
Ｃ
＋
一
〇
〇
Ｖ
＋
一
〇
〇
Ｍ
の
著
修
品
生
産
部
門
を
形
成
す
る
と
す
れ
ば
、
第
一
部
門
に
１
，
１
Ｃ
（
奮
）
四
〇
〇
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備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
補
填
す
る
た
め
の
生
産
手
段
生
産
部
門
－
月
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
１

尾
生
産
手
段
を
供
給
す
る
た
め
、
量
隻
号
一
蛾
一
が
生
産
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
に
し
て
、
負
担
は
単
に
剰
余
価
値
の
控
除
に
止
ま
ら

ず
、
再
生
産
構
造
全
体
の
生
産
的
蓄
積
を
阻
害
し
、
再
生
産
構
造
の
腐
朽
化

を
結
果
し
て
ゆ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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史
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収
。
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